
 

令和 7年  1月園だより 
小屋浦みみょう保育園 

ある時、神様が動物たちを集めて、「お

正月の朝、早く来たものから 12 番目の

者をその年の大将とする」と、言いまし

た。猫は、うっかりしていたので、ねずみ

に尋ねると、ねずみはわざと、次の日を伝

えました。ねずみが牛のところに行くと、

牛は、「歩くのがゆっくりだから早く出か

けよう」というので、ねずみは牛の背中に

乗りました。  

朝になり、神様の御殿の門まで来ると、

ねずみは牛の背中から飛び降りて「私が

一番！」とちゃっかり言いました。そして

牛が 2番。次々にとら、うさぎ、たつ、

へび、うま、ひつじ、さる、とり、いぬ、

いのししと順番に入り、その年の干支に

してもらいました。 

猫はというと、次の日に行っても誰も

いないので、門番に尋ねると、「顔を洗っ

て出直してこい！」と言われました。猫が

顔を洗うしぐさをするようになり、ねず

みを追いかけるのは、この時からだそう

です。 『圓行事資料と展開』               

      チャイルド社 参照 

十二支の由来 

１月１１日は、鏡開きです。 

お正月にお供えしたおもちを割り、おし

るこなどにしていただきます。おもちを割

るときに、一年の健康をお祈りすると元気

に過ごせると言われています。園児の健や

かな成長を願って、園では、10日におや

つで、「さつま芋入りおしるこ」をいただ

きます。 

 

鏡開き 

 

表現する楽しさ 伝わることの喜び 

あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。 

新しい年をご家族と一緒に迎えられたことと思います。一月は、新年を祝って家族や親族が集まり睦び

親しむ月ということで「睦月
む つ き

」とも言われています。ご家族はもちろん、子どもたちが、今年もいろいろ

な人との関わりの中で成長されていくことを願っています。 

先月の幼児クラスの生活発表会では、子どもたちの日常の生活やあそびの中で、先生や友だちと対話し

ながら、「こんなこと考えたよ、これが楽しいんだよ」という自分の思いを伝えたい、表現したいという気

持ちが高まる中で、当日を迎えました。お家の人に観てもらいたい、という気持ちはあっても日常とは違

う環境の中で、少し緊張している様子を見せる子もいましたが、拍手や手拍子、笑い声など一方通行では

ない会場の皆さまとのやり取りが感じられる温かい雰囲気に支えられて、子どもたちは生き生きと踊った

り、セリフを言ったり、自分の得意なことを披露していました。その姿を大好きなおうちの人に見てもら

い、認めて褒めてもらったことで、子どもたちの自己肯定感が高まり、自信につながる経験になったと思

います。また、3歳児の A 君が、保護者の方と発表会の練習について話をする中で、「発表会見に来てね。

動画と写真撮ってね。みんなのことも撮ってね。みんなで協力したんだから。」と伝えたことを聞きまし

た。先生たちが大切にしていることや思いが、子どもたちに伝わっていること、それを伝えた A君の成長

も感じることができ、嬉しく思いました。生活発表会後のお便り帳やアンケートに書いていただいた気づ

きや感想には、わが子の頑張りを認め、成長を喜ぶとともに、「みんながんばっていて、かわいかった」な

ど、わが子以外の子どもたちに関心を持ち、集団の中で育つ力に気づいていただいていることに感動しま

した。一方で、就学、進級が間近になってくると、我が子の姿の中で「できない」ことが気になり、「でき

るようになってほしい」という気持ちから、子どもたちに声をかけすぎたり、「早く早く」と急かすことが 

多くなりがちです。しかし焦ったり急かすことは逆効果となることがあり、子どもが、頑張っていること

やできるようになったことを見つけ、誉めるようにする方が効果的です。子どもたちの「○○したいけど

うまくできない」といった不安な気持ちも受けとめ、こうするとできるようになるよ、など目標や見通し

が持てるような声掛けをするようにしましょう。そして結果よりも頑張っている姿を認め、いつでも見守

っているよと伝え安心してチャレンジできるようにしてあげましょう。 

寒さが厳しくなってきました。朝、事務室に向かって、口から出た息が白くなったことに気づき、その

ことを一生懸命教えてくれた子がいました。冬の自然に触れ、この季節にしか経験できないことの中で、

子どもたちが様ざまな発見をし、考えて試したりすることができるような環境づくりを工夫していきたい

と思います。                            園長   

 

長寿会 14名の皆さまとお餅つき 

もち米と白米を見比べて違いに気づいたり、米とぎを

経験する中で餅つきを楽しみにしていた子どもたち 

「よいしょ！よいしょ」の元気な掛け声とともに 

「げんきもち」ができました 

つきたてのお餅を焼いて砂糖醤油につけ、 

のりを巻いてパクリ！おいしい顔がいっぱい！でした 

 

はっぴょうかいごっこ 

乳児クラスも「やりたい」

気持ちがあふれて・・ 

笑顔いっぱい 

ありがとうございました 

つきたてのおもち 

やわらかいね おいしいね 

友だちのまねっこしたり 

  自分なりに楽しんで・・ 

あったかいよ 

きもちいいね 

もち米をコップに 

2杯入れて・・ 

白い水がだんだん 

きれいな水になっていくよ 


